
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の二次電池 (2)と、

電源装置。
【請求項２】
　電圧検出回路 (3)が温度素子 (4)をリード線に使用して、電池の電圧または電池モジュー
ル (1)の電圧を検出すると共に、検出電圧で電池温度を検出する請求項１に記載される電
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二次電池 (2)を直列に接続して互いに並行に並べられてなる複数の電池モジュール (1)と、
電池温度が低いときは電気抵抗が小さく、電池温度が設定温度よりも高くなると電気抵抗
が増加する温度特性を有し、二次電池 (2)の温度を検出する温度素子 (4)と、
電池モジュール (1)の表面に複数の温度素子 (4)を互いに直列に接続している温度検出ユニ
ット (5)と、
各々の二次電池 (2)あるいは電池モジュール (1)の電圧を検出する電圧検出回路 (3)と、
二次電池 (2)の表面に配設されてなる絶対温度センサー (9)と、
絶対温度検出回路 (8)と、
温度素子 (4)と絶対温度センサー (9)とを直列に接続している第２温度検出ユニット (10)と
を備え、
温度検出ユニット (5)を電圧検出回路 (3)に接続して電池モジュール (1)の電圧を検出する
リード線に併用し、
第２温度検出ユニット (10)を絶対温度検出回路 (8)に接続して、
電圧検出回路 (3)と絶対温度検出回路 (8)の両方で電池温度を検出する



源装置。
【請求項３】
　温度検出ユニット (5)が、隣接して平行に配設している二つの電池モジュール (1)の表面
に配設してなる複数の温度素子 (4)を直列に接続したものである請求項 に記載される電
源装置。
【請求項４】
　温度検出ユニット (5)が、一つの電池モジュール (1)の表面に配設してなる複数の温度素
子 (4)を直列に接続したものである請求項 に記載される電源装置。
【請求項５】
　互いに平行に並べている電池モジュール (1)がバスバー (7)で互いに直列に接続されると
共に、温度検出ユニット (5)の一端をバスバー (7)に接続している請求項 に記載される電
源装置。
【請求項６】
　隣接して配設されてなる一方の電池モジュール (1)に温度検出ユニット (5)を配設し、他
方の電池モジュール (1)に第２温度検出ユニット (10)を配設して電池モジュール (1)の温度
を検出する請求項 に記載される電源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主としてハイブリッドカーや電気自動車等の電動車両を走行させるモーターを
駆動するのに使用される電源装置であって、電池温度を検出する回路を備える電源装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
電動車両を走行させる電源装置は、出力を大きくするために大電流で充放電されるので、
使用時に電池温度が高くなることがある。また車両に搭載されると、冬の厳寒時と真夏の
暑いときとで使用される温度環境が大幅に変動する。二次電池は、異常に高い温度で使用
されると性能が低下する性質がある。電池温度が異常に高い温度になると、充放電を停止
し、あるいは強制的に冷却して温度上昇を防止できる。このことを実現するために、電源
装置は温度を検出する回路を備えている。
【０００３】
温度の検出回路を備える電源装置は、たとえば特開平１０－２７００９４号公報や特開２
００１－５２７６３号公報に記載される。これ等の公報に記載される電源装置は、電池モ
ジュールの表面に温度素子を固定している。電池モジュールは、複数の二次電池を直列に
接続したものである。電池モジュールは、各々の二次電池の表面に温度素子を固定してい
る。電池モジュールに固定している複数の温度素子は、互いに直列に接続されて温度検出
回路に接続している。温度素子には、ＰＴＣのように電池温度が設定温度よりも高くなる
と電気抵抗が急増する素子が使用される。この回路は、電池温度が設定温度よりも高くな
ると、直列接続している温度素子の電気抵抗が増加する。したがって、直列接続している
温度素子の電気抵抗で電池モジュールの温度が設定温度よりも高くなったことを検出でき
る。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
以上の電源装置は、各々の電池の表面に固定している直列接続の温度素子を、リード線で
温度検出回路に接続する必要がある。さらに、複数の電池を直列接続している電源装置は
、電池モジュールの電圧を検出しながら充放電を制御する必要がある。このため、この種
の電源装置は、電池温度を検出するための配線と、電池電圧を検出するための配設とを別
々に設ける必要があり、多数の電池を内蔵する装置にあっては、その配線が極めて複雑に
なる欠点があった。また、電池電圧を検出する配線には高電圧がかかることがあるので、
これがショートすると電池に大電流を流して危険な状態となる弊害もある。
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【０００５】
本発明は、このような欠点を解決することを目的に開発されたものである。本発明の重要
な目的は、電池温度と電池電圧を検出するための配線を簡単にできる電源装置を提供する
ことにある。
また、本発明の他の大切な目的は電池電圧を検出する配線がショートして流れる電流を温
度素子で制限して安全性を向上できる電源装置を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の電源装置は、複数の二次電池２と、各々の二次電池２の電圧、あるいは二次電池
２を直列に接続している複数の電池モジュール１の電圧を検出する電圧検出回路３と、二
次電池２の温度を検出する温度素子４とを備える。温度素子４は、電池温度が低いときは
電気抵抗が小さく、電池温度が設定温度よりも高くなると電気抵抗が増加する温度特性を
有する。電圧検出回路３は、電圧を検出するためのリード線に温度素子４を併用しており
、電池の電圧または電池モジュール１の電圧を検出すると共に、電池温度も検出している
。
【０００７】
電圧検出回路３は、温度素子４をリード線に使用して検出した検出電圧から電池温度を検
出することができる。
【０００８】
さらに、本発明の電源装置は、互いに平行に並べた複数の電池モジュール１を備え、この
電池モジュール１の表面に、複数の温度素子４を互いに直列に接続している温度検出ユニ
ット５を設けることができる。この電源装置は、温度検出ユニット５を電池モジュール１
に接続して、温度検出ユニット５を電池モジュール１の電圧を検出するリード線に併用す
る。
【０００９】
温度検出ユニット５は、隣接して平行に配設している二つの電池モジュール１の表面に配
設した複数の温度素子４を直列に接続したものとし、あるいは一つの電池モジュール１の
表面に配設した複数の温度素子４を直列に接続したものとすることができる。
【００１０】
さらに、本発明の電源装置は、互いに平行に並べている電池モジュール１をバスバー７で
互いに直列に接続すると共に、このバスバー７に温度検出ユニット５の一端を接続するこ
とができる。
【００１１】
さらに、本発明の電源装置は、絶対温度検出回路８と、この絶対温度検出回路８に接続さ
れると共に、二次電池２の表面に配設されてなる絶対温度センサー９とを備え、絶対温度
センサー９と絶対温度検出回路８とで電池温度を検出することができる。
【００１２】
さらに、電源装置は、電池モジュール１の表面に配設している温度素子４を、絶対温度セ
ンサー９と直列に接続して第２温度検出ユニット１０とすると共に、第２温度検出ユニッ
ト１０を絶対温度検出回路８に接続して、温度検出ユニット５を電圧検出回路３に接続し
、絶対温度検出回路８と電圧検出回路３の両方で電池温度を検出することができる。さら
にまた、本発明の電源装置は、隣接して配設されてなる一方の電池モジュール１に温度検
出ユニット５を配設し、他方の電池モジュール１に第２温度検出ユニット１０を配設して
電池モジュール１の温度を検出することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施例は、本発明
の技術思想を具体化するための電源装置を例示するものであって、本発明は電源装置を以
下のものに特定しない。
【００１４】
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さらに、この明細書は、特許請求の範囲を理解しやすいように、実施例に示される部材に
対応する番号を、「特許請求の範囲の欄」、および「課題を解決するための手段の欄」に
示される部材に付記している。ただ、特許請求の範囲に示される部材を、実施例の部材に
特定するものでは決してない。
【００１５】
図１ないし図３に示す電源装置は、ケース１１に内蔵している複数の二次電池２と、電池
モジュール１の電圧を検出する電圧検出回路３と、電池の温度を検出する温度素子４とを
備える。図１ないし図３の電圧検出回路３は電池モジュール１の電圧を検出するもので、
各々の二次電池２の電圧を検出しない。ただ、本発明の電源装置は、電圧検出回路で各々
の電池電圧を検出することもできる。温度素子４は、電池温度が低いときは電気抵抗が小
さく、電池温度が設定温度よりも高くなると電気抵抗が増加する温度特性を有する。この
温度素子４としてＰＴＣが最適である。ＰＴＣは、設定温度よりも高温になると電気抵抗
が急激に増加するので、電池温度が設定温度を越えたことを正確に検出できる特長がある
。ただ、温度素子には、ＰＴＣ以外の素子も使用できる。
【００１６】
電圧検出回路３は、電池モジュール１の電圧を検出すると共に、温度素子４を介して電池
温度も検出する。電圧検出回路３は、電池モジュール１の電圧を検出して電池温度を検出
し、あるいは、入力端子３ａに流れる電流を検出して電池温度を検出する。電圧検出回路
３は、電圧または電流を検出するために一対の入力端子３ａを有する。一方の入力端子３
ａは、電池モジュール１の一端に接続される。他方の入力端子３ａは、温度素子４を介し
て電池モジュール１の他端に接続される。
【００１７】
図４は、電圧検出回路３が電池電圧と温度素子４の電気抵抗を検出する回路図を示す。こ
の図に示す電圧検出回路３の入力抵抗Ｒ iは、電池温度が設定温度よりも低いときの温度
素子４であるＰＴＣの電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2・・Ｒ nに比較して充分に大きい。いいかえると
、入力抵抗Ｒ iに比較して温度素子４の電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2・・Ｒ nが充分に小さいので、温
度素子４の両端に発生する電圧降下を無視して、電圧検出回路３は電池電圧を検出する。
すなわち、温度素子４の電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2・・Ｒ nが、電圧検出回路３の入力端子３ａ

を低下させることはない。したがって、電池温度が設定温度よりも低
いとき、電圧検出回路３は温度素子４を介して電池モジュール１の電圧を正確に検出でき
る。
【００１８】
電池温度が設定温度よりも高くなると、温度素子４ ＰＴＣの電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2・・
Ｒ nは著しく増加する。この状態になると、温度素子４であるＰＴＣの電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2
・・Ｒ nが電圧検出回路３の入力抵抗Ｒ iよりも大きくなり、あるいは入力抵抗Ｒ iに比較
して充分に小さい値でなくなる。このため、電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2・・Ｒ nが大きくなった温
度素子４であるＰＴＣに電圧降下が発生する。温度素子４の電圧降下は、電池モジュール
１の電圧を 低下させて電圧検出回路３の入力端子３
ａに入力される。したがって、電池温度が設定温度よりも なると、電圧検出回路３の
検出電圧が低くなる。
【００１９】
温度素子４であるＰＴＣの電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2・・Ｒ nは、電池温度が設定温度より高くな
ると極めて大きくなるので、電池モジュール１の電圧

が相当に小さくなって電圧検出回路３の入力端子３ａに入力される。したがって、電圧
検出回路３の検出電圧が相当に小さくなると、電圧検出回路３は電池温度が設定温度より
も高くなったと判定する。
【００２０】
ただ、電池モジュール１の電圧が低下しても、電圧検出回路３の検出電圧は低くなる。し
たがって、電圧検出回路３の検出電圧が低下したときに、電池モジュール１の電圧が低下
したのか、あるいは電池温度が高くなったのかを判定する必要がある。電池モジュール１
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の電圧低下と、電池温度の上昇とは、検出電圧が低下する程度で判定できる。電池モジュ
ール１の電圧が低下したときの検出電圧の低下に比較して、電池温度が設定温度よりも高
くなったときの検出電圧の低下は大きくできるからである。電池温度が設定温度よりも高
くなると、温度素子４であるＰＴＣの電気抵抗Ｒ 1、Ｒ 2・・Ｒ nは著しく増加するので、
電池温度が設定温度よりも高くなるとき、電圧検出回路３の入力電圧は著しく低下する。
電池モジュール１の電圧が低下しても、それほど極端に電圧は低下しない。したがって、
電圧検出回路３の検出電圧がわずかに低下するときは電池モジュール１の電圧を検出して
おり、検出電圧が極端に低下するとき、電池温度が設定温度よりも高くなったと判定でき
る。
【００２１】
図１ないし図３の電源装置は、互いに平行に並べられてケース１１に入れている各々の電
池モジュール１の表面に、複数の温度素子４を直列接続している温度検出ユニット５を固
定している。これらの図に示す温度検出ユニット５は、二つの二次電池２に対して一つの
温度素子４を配設している。図の電源装置は、１０本の二次電池２を直列接続して電池モ
ジュール１としている。したがって、温度検出ユニット５は、一つの電池モジュール１に
対して５個の温度素子４を配設している。温度検出ユニット５の各温度素子４は、互いに
隣接する二次電池２の境界部分に固定しており、一つの温度素子４で二つの二次電池２の
温度を検出するようにしている。複数の温度素子４をこのように配置する構造は、温度素
子４の数を二次電池２の数の半分として、全ての二次電池２の温度を検出できる特長があ
る。ただ、温度素子の数は、二次電池の数の半分よりも少なくすることも、多くすること
もできる。二次電池の数の半分よりも少なく配設される温度素子は、特定の二次電池の温
度を検出する。二次電池の数の半分よりも多く配設される温度素子は、好ましくは、全て
の二次電池の温度が検出できるように配設される。
【００２２】
図１に示す電源装置は、各々の電池モジュール１に温度検出ユニット５を設けている。こ
の温度検出ユニット５は、一つの電池モジュール１の表面に配設している複数の温度素子
４を直列に接続している。図２の電源装置は、二つの電池モジュール１に一つの温度検出
ユニット５を設けている。この温度検出ユニット５は、隣接して平行に配設している二つ
の電池モジュール１の表面に配設している複数の温度素子４を交互に直列接続している。
このように、複数の温度素子４を交互に接続する温度検出ユニット５は、隣接する二つの
電池モジュール１に配設された複数の温度素子４を最短に接続できる特長がある。
【００２３】
温度検出ユニット５は、電池モジュール１に接続されて、電池モジュール１の電圧を検出
するリード線に併用される。このため、温度検出ユニット５の一端は、電池モジュール１
の一端に接続され、他端は電圧検出回路３の入力端子３ａに接続される。図１ないし図３
に示す電源装置は、互いに平行に並べている電池モジュール１をバスバー７で互いに直列
に接続して、このバスバー７に温度検出ユニット５の一端を接続している。さらに、図の
電源装置は、保護抵抗６を介して電池モジュール１と温度検出ユニット５を電圧検出回路
３の入力端子３ａに接続している。保護抵抗６は、温度検出ユニット５を接続している回
路がショートしたときに大電流が流れるのを防止する。保護抵抗６の抵抗値は、ショート
電流を制限できると共に、電圧検出回路３の入力抵抗に比較して充分に小さくて、電池モ
ジュール１の電圧を正確に検出できる値である。ただ、保護抵抗は必ずしも必要なく、温
度検出ユニットと電池モジュールを直接に電圧検出回路に接続することもできる。
【００２４】
さらに、図１ないし図３に示す電源装置は、絶対温度検出回路８と、この絶対温度検出回
路８に接続されて二次電池２の温度を検出する絶対温度センサー９も備える。絶対温度セ
ンサー９は、二次電池２の表面に配設されて電池温度を検出する。図の装置は、絶対温度
センサー９と絶対温度検出回路８からなる温度を検出する回路と、温度素子４と電圧検出
回路３からなる回路の両方で電池温度を検出する。絶対温度センサー９は、サーミスタの
ように温度で電気抵抗が変化する素子である。絶対温度センサー９と温度素子４は、同じ
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ように電池温度を検出する素子であるが、温度を検出する状態が異なる。絶対温度センサ
ー９は、電池の絶対温度を正確に検出する素子、たとえば電池の温度が何℃であるかを検
出する素子である。これに対して温度素子４は、電池温度が設定温度よりも高いかどうか
、すなわち設定温度に対する相対温度を検出する素子である。
【００２５】
図３の電源装置は、電池モジュール１の表面に配設している温度素子４を、絶対温度セン
サー９と直列に接続して第２温度検出ユニット１０としている。この第２温度検出ユニッ
ト１０は、絶対温度検出回路８に接続されている。この電源装置は、電池モジュール１の
温度を、温度検出ユニット５と第２温度検出ユニット１０で検出する。図の装置は、隣接
して隣に配設している電池モジュール１の一方に温度検出ユニット５を設け、他方の電池
モジュール１に第２温度検出ユニット１０を設けて電池温度を検出している。この電源装
置は、電圧検出回路３と絶対温度検出回路８で電池温度を検出して、いずれの電池モジュ
ール１の温度が設定温度よりも高くなったかを検出できる。
【００２６】
絶対温度検出回路８は、第２温度検出ユニット１０の電気抵抗を検出して、電池の絶対温
度と相対温度の両方を検出する。温度素子４の電気抵抗は、電池温度が設定温度よりも低
いときに絶対温度センサー９の電気抵抗に比較して充分に小さい。したがって、第２温度
検出ユニット１０の電気抵抗が小さいとき、絶対温度センサー９の電気抵抗として電池の
絶対温度を検出する。電池の温度が設定温度よりも高くなると、温度素子４の電気抵抗が
急激に大きくなって、絶対温度センサー９に比較して極めて大きくなる。このため、第２
温度検出ユニット１０の電気抵抗が大きくなると、電池の温度が設定温度よりも高くなっ
たと検出する。
【００２７】
絶対温度センサー９と温度素子４は、電池温度が低いときの電気抵抗が異なり、電池温度
が低いとき、温度素子４であるＰＴＣの電気抵抗は、絶対温度センサー９の電気抵抗に比
較して充分に小さい。このため、絶対温度検出回路８は、電池温度が設定温度よりも低い
とき、第２温度検出ユニット１０の電気抵抗を検出して、電池モジュール１の温度を正確
に検出できる。
【００２８】
図の電源装置は、複数の電池モジュール１の電圧を検出するために、各々の電池モジュー
ル１の電圧を検出する電圧検出回路３と絶対温度検出回路８を備え、あるいは電圧検出回
路３の入力側に切換回路を設けて、順番に電池モジュール１の電圧を検出し、また第２温
度検出ユニット１０の電気抵抗を検出する。
【００２９】
【発明の効果】
本発明の電源装置は、電池温度と電池電圧を検出するための配線を簡単にできる特長があ
る。それは、本発明の電源装置が、二次電池あるいは電池モジュールの電圧を検出するた
めのリード線に、二次電池の温度を検出する温度素子を併用しており、電圧検出回路で電
池電圧または電池モジュールの電圧を検出すると共に、電池温度も検出しているからであ
る。この構造の電源装置は、電池温度を検出する温度素子を、電圧を検出するためのリー
ド線に併用するので、電池温度を検出するための配線と、電池電圧を検出するための配線
とを別々に設けることなく、極めて簡単に配線できる。したがって、多数の電池を内蔵す
る電源装置であっても、配線を簡素化して製造コストを低減できる。さらに、本発明の電
源装置は、電池電圧を検出する配線がショートしたときに、流れる電流を温度素子で制限
できるので、電池に大電流が流れて危険な状態となるのを有効に阻止して安全性を向上で
きる特長がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例にかかる電源装置の概略構成図
【図２】本発明の他の実施例にかかる電源装置の概略構成図
【図３】本発明の他の実施例にかかる電源装置の概略構成図
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【図４】電圧検出回路が電池電圧と温度素子の電気抵抗を検出する状態を示す回路図
【符号の説明】
１…電池モジュール
２…二次電池
３…電圧検出回路　　　　３ａ…入力端子
４…温度素子
５…温度検出ユニット
６…保護抵抗
７…バスバー
８…絶対温度検出回路
９…絶対温度センサー
１０…第２温度検出ユニット
１１…ケース
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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